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１ 

平成２６年産水稲の作付面積及び予想収穫量（１０月１５
日現在）について（概要版） 

平成26年10月30日 
農林水産省 
大臣官房統計部 

１ 水稲作付面積(主食用)は147.4万㌶で、前年産に比べて4.8万  
 

 ㌶の減少(対前年比96.8％)が見込まれる。【前回（９月15日現 
 

 在）の調査結果と同じ。】 
 
２ 全国の10ａ当たり予想収量は536kg（作況指数101）が見込ま 
 

 れる。【10ａ当たり予想収量は前回の調査結果から１kg減少、 
 

 作況指数は前回の調査結果と同じ。】 
 

  北海道から関東・東山では、登熟が総じて平年を下回ってい 
 

 るものの、９月15日以降、東北を中心に天候が良好に推移した 
 

 こと及び全もみ数が総じて多くなっていることから作柄がおお 
 

 むね平年並み以上と見込まれる。 
 

  一方、東海以西では、日照不足・低温や一部地域での病虫害 
 

 等の影響で全もみ数及び登熟が平年を下回っていると見込まれ 
 

 るためである。 
 
３ この結果、主食用予想収穫量は788.5万㌧で、前年産に比べ 
 

 て29.7万㌧の減少(対前年比96.4％)が見込まれる。【前回の調 
 

 査結果では789.9万㌧（前年対比96.5％、28.3万㌧の減少）と 
 

 予想。（前回から1.4万㌧減少）】 



２ 

４ ふるい目幅別重量分布について 
 (1) 全国平均でみると、1.85mm未満のふるい下米の重量割合は 
  4.2％と見込まれ、過去５か年平均値と比べて0.4％多くなっ 
  ている。 

　平成26年産のふるい目幅別重量分布状況（全国）
単位：％

1.70㎜ 1.75㎜ 1.80㎜ 1.85㎜ 1.90㎜
2.00㎜
以　上

0.8 1.3 2.1 3.2 17.4 75.2
0.6 1.0 1.6 2.3 13.2 81.3
0.9 1.4 2.2 3.1 16.6 75.8
0.6 1.0 1.5 2.2 13.0 81.7
0.8 1.3 1.9 2.7 14.5 78.8
0.8 1.4 2.0 2.7 14.7 78.4

　　　　平 均 値 0.7 1.2 1.9 2.7 14.9 78.6
　　　　対平均差 0.1 0.2 0.1 0.0 △ 0.2 △ 0.2

平成26年産
（対平均差）

1.70㎜以上～1.85㎜未満 1.85㎜以上

4.2（0.4） 95.8（△0.4）

平成21年産　 　
　　　22
　　　23
　　　24
　　　25
　　　26（概数値）

年   産

 (2) 地域別では、関東・東山は、1.85㎜未満のふるい下米の割 
    合が過去５か年平均値と比べて少なく、東海以西ではふるい 
    下米が多くなっている。 

　平成26年産のふるい目幅別重量分布状況（農業地域別）
単位：％

3.3（　0.2）

1.70㎜以上～1.85㎜未満 1.85㎜以上

九　　州

3.3（　0.2）
3.2（　0.5）

4.0（△0.4）
4.7（　1.1）

北 海 道
東　　北
北　　陸
関東･東山
東　　海
近　　畿

93.7（△1.1）
92.7（△1.4）

95.3（△1.1）
85.1（△0.4）
95.3（△1.0）

7.3（　1.4）

96.7（△0.2）
96.8（△0.5）
96.7（△0.2）
96.0（　0.4）

4.9（　0.4）
4.7（　1.0）
6.3（　1.1）

中　　国
四　　国

（参考）平成25年産農家等が使用したふるい目幅の分布（全国）
単位：％

計 1.70㎜ 1.75㎜ 1.80㎜ 1.85㎜ 1.90㎜
2.00㎜
以　上

100.0 0.5 2.4 25.5 37.7 32.7 1.2全　　国



北海道:108 → 107 
収穫期の降雨により倒伏面積が
拡大したため。 
刈取済面積割合：100％ 

東北:104 → 105 
９月中旬以降、天候に恵ま
れたことから登熟が良好と
なったため。 
刈取済面積割合：96％ 

関東・東山:102 → 102 
刈取済面積割合：93％ 

北陸:101 → 100 
新潟県・富山県において
低温等により登熟に影響
がみられたこと等のため。 
刈取済面積割合：100％ 

近畿: 98 → 98 
刈取済面積割合：88％ 

四国：96 → 96 
刈取済面積割合：91％ 

※作柄の良否は、 
「良」が作況指数106以上、 
「やや良」が105～102、 
「平年並み」が101～99、 
「やや不良」が98～95、 
「不良」が94以下に相当する。 

平成26年産水稲の全国・都道府県別作況指数（10月15日現在） 

注：１ 徳島県、高知県、宮崎県及び鹿児島県の作況指数は、早期栽培と普通期栽培を 
   合算したものである。 
  ２ 沖縄県の作況指数は、第一期稲の本年結果と、第二期稲の平年収量をもとに試 
   算したものである。 

 全国作況  
 101 → 101 
(前回)     (今回) 
  9/15    10/15 

東海：99 → 99 
刈取済面積割合：84％ 

中国：96 → 96 
刈取済面積割合：86％ 

九州：97 → 96 
９月中旬以降も日照不足傾向
であったことや病虫害の拡大
等により登熟抑制があったた
め。 
刈取済面積割合：61％ 

３
 



（参考）      ９月15日以降の気象の特徴 

10月 10月 10月

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

℃ ℃ ℃ ％ ％ ％ ℃ ℃ ℃

青　森 青森 △ 0.3 1.1 △ 0.4 133 118 111 1.0 1.1 0.7

岩　手 盛岡 △ 0.2 1.6 0.6 184 175 133 2.7 3.0 2.0

宮　城 仙台 0.5 2.2 0.5 190 179 119 2.9 2.2 0.7

秋　田 秋田 △ 0.7 1.2 0.0 168 147 126 1.1 1.4 1.1

山　形 山形 △ 1.0 1.4 0.7 148 185 123 2.2 1.9 1.0

福　島 福島 0.1 2.6 1.1 166 186 102 3.0 3.3 0.7

県
観測
地点

９月９月９月

気温日較差（平年差）日照時間（平年比）最高気温（平年差）

１ 全国の日照時間の状況 

２ 東北地域の９月中旬以降の気象の状況 

４
 



５ 

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

全 国 100.0 0.8 1.4 2.0 4.2 2.7 14.7 78.4 95.8 

北 海 道 100.0 0.7 1.2 1.4 3.3 1.9 9.3 85.5 96.7 

青 森 100.0 0.8 1.1 1.6 3.5 1.9 9.9 84.7 96.5 

岩 手 100.0 0.7 1.2 1.4 3.3 1.9 11.2 83.6 96.7 

宮 城 100.0 0.7 0.9 1.4 3.0 1.7 11.1 84.2 97.0 

秋 田 100.0 0.6 1.2 1.6 3.4 2.8 12.5 81.3 96.6 

山 形 100.0 0.6 0.9 1.2 2.7 2.2 11.7 83.4 97.3 

福 島 100.0 0.4 1.2 1.6 3.2 2.0 11.2 83.6 96.8 

茨 城 100.0 0.2 1.1 1.7 3.0 2.5 15.7 78.8 97.0 

栃 木 100.0 0.8 1.2 2.3 4.3 2.8 19.7 73.2 95.7 

群 馬 100.0 1.4 1.6 3.1 6.1 6.1 22.7 65.1 93.9 

埼 玉 100.0 1.1 1.5 2.7 5.3 3.7 24.5 66.5 94.7 

千 葉 100.0 0.6 0.9 1.9 3.4 2.6 17.8 76.2 96.6 

東 京 100.0 1.6 2.4 3.7 7.7 4.9 25.9 61.5 92.3 

神 奈 川 100.0 2.0 1.8 4.0 7.8 4.5 23.4 64.3 92.2 

新 潟 100.0 0.6 1.2 1.5 3.3 2.0 11.4 83.3 96.7 

富 山 100.0 0.5 1.0 1.3 2.8 2.1 14.9 80.2 97.2 

石 川 100.0 0.7 1.0 1.3 3.0 1.9 11.3 83.8 97.0 

福 井 100.0 0.8 1.5 1.9 4.2 2.7 17.3 75.8 95.8 

山 梨 100.0 1.2 1.8 2.0 5.0 3.7 17.7 73.6 95.0 

長 野 100.0 1.0 1.7 1.8 4.5 3.0 15.6 76.9 95.5 

岐 阜 100.0 1.1 1.7 2.3 5.1 2.9 15.8 76.2 94.9 

静 岡 100.0 0.7 1.4 2.0 4.1 2.8 15.0 78.1 95.9 

愛 知 100.0 0.9 1.4 2.1 4.4 2.7 16.4 76.5 95.6 

三 重 100.0 1.0 1.8 2.4 5.2 2.6 13.8 78.4 94.8 

滋 賀 100.0 1.1 1.8 2.3 5.2 2.7 14.1 78.0 94.8 

京 都 100.0 0.7 1.5 1.7 3.9 1.5 10.5 84.1 96.1 

大 阪 100.0 1.3 2.1 4.3 7.7 3.4 19.6 69.3 92.3 

兵 庫 100.0 1.1 1.5 2.5 5.1 3.0 17.2 74.7 94.9 

奈 良 100.0 0.6 1.3 1.4 3.3 2.0 10.4 84.3 96.7 

和 歌 山 100.0 0.9 1.6 2.1 4.6 2.4 13.9 79.1 95.4 

鳥 取 100.0 1.0 1.4 1.8 4.2 2.8 12.8 80.2 95.8 

島 根 100.0 0.9 1.3 2.0 4.2 2.0 11.4 82.4 95.8 

岡 山 100.0 1.3 1.8 2.6 5.7 2.9 16.5 74.9 94.3 

広 島 100.0 0.9 1.5 2.0 4.4 2.2 12.5 80.9 95.6 

山 口 100.0 0.9 1.5 2.2 4.6 2.6 16.1 76.7 95.4 

徳 島 100.0 1.6 2.1 3.5 7.2 3.6 20.0 69.2 92.8 

香 川 100.0 1.5 2.9 3.8 8.2 5.5 26.7 59.6 91.8 

愛 媛 100.0 1.3 2.0 2.8 6.1 4.2 20.9 68.8 93.9 

高 知 100.0 0.8 1.1 1.5 3.4 2.7 13.4 80.5 96.6 

福 岡 100.0 1.6 2.7 3.7 8.0 4.5 22.3 65.2 92.0 

佐 賀 100.0 1.4 2.1 3.4 6.9 3.6 19.4 70.1 93.1 

長 崎 100.0 1.3 2.8 3.6 7.7 5.2 25.9 61.2 92.3 

熊 本 100.0 1.3 2.4 3.3 7.0 4.1 20.9 68.0 93.0 

大 分 100.0 1.6 3.2 3.6 8.4 7.0 25.8 58.8 91.6 

宮 崎 100.0 1.2 1.8 2.6 5.6 4.0 22.6 67.8 94.4 

鹿 児 島 100.0 1.2 2.1 3.1 6.4 4.1 20.5 69.0 93.6 

沖 縄 … … … … … … … … … 

2.00㎜
以　上

1.85mm
以上

注：１　ふるい目幅別重量分布状況は、10月15日現在までに刈取り・調製が終了した作況標本筆のデータに
　　　より取りまとめたものであり、収穫期の遅い遅場地帯においては、次回公表において割合が変動する
      ことがある。
　　２　沖縄県については、10月15日現在で、第二期稲が収穫前でデータが揃わないため「･･･」で示した。

平成26年産水稲玄米のふるい目幅別重量分布状況（都道府県別概数値）

全 国
・

都 道 府 県

ふるい目幅別重量分布状況

計 1.70㎜ 1.75㎜ 1.80㎜
1.70～

1.85mm未満
1.85㎜ 1.90㎜



６ 

全 国 0.0 0.1 0.2 0.1 0.4 0.0 △ 0.2 △ 0.2 △ 0.4

北 海 道 0.0 0.1 0.2 △ 0.1 0.2 △ 0.2 △ 3.8 3.8 △ 0.2

青 森 0.0 0.2 0.3 0.3 0.8 0.2 0.0 △ 1.0 △ 0.8

岩 手 0.0 0.2 0.5 0.2 0.9 0.2 △ 0.3 △ 0.8 △ 0.9

宮 城 0.0 0.2 0.1 0.3 0.6 0.1 △ 1.4 0.7 △ 0.6

秋 田 0.0 0.0 0.1 △ 0.1 0.0 △ 0.1 △ 0.7 0.8 0.0

山 形 0.0 0.0 0.2 △ 0.2 0.0 0.1 △ 1.8 1.7 0.0

福 島 0.0 0.1 0.3 0.2 0.6 0.1 0.2 △ 0.9 △ 0.6

茨 城 0.0 △ 0.2 △ 0.3 △ 0.6 △ 1.1 △ 0.7 △ 2.4 4.2 1.1

栃 木 0.0 △ 0.1 0.0 0.0 △ 0.1 △ 0.2 △ 0.7 1.0 0.1

群 馬 0.0 0.1 △ 0.3 0.0 △ 0.2 △ 0.1 △ 0.2 0.5 0.2

埼 玉 0.0 0.0 △ 0.3 △ 0.3 △ 0.6 △ 0.3 0.1 0.8 0.6

千 葉 0.0 △ 0.3 △ 0.3 △ 0.3 △ 0.9 △ 0.5 △ 1.7 3.1 0.9

東 京 0.0 0.8 1.1 1.3 3.2 1.2 7.7 △ 12.1 △ 3.2

神 奈 川 0.0 0.5 0.4 1.2 2.1 0.9 5.3 △ 8.3 △ 2.1

新 潟 0.0 0.1 0.2 △ 0.1 0.2 0.1 △ 0.8 0.5 △ 0.2

富 山 0.0 0.0 0.3 0.1 0.4 0.1 0.2 △ 0.7 △ 0.4

石 川 0.0 0.2 0.1 0.0 0.3 △ 0.1 △ 0.4 0.2 △ 0.3

福 井 0.0 0.1 0.3 0.3 0.7 0.0 2.4 △ 3.1 △ 0.7

山 梨 0.0 0.3 0.3 △ 0.1 0.5 0.6 △ 0.7 △ 0.4 △ 0.5

長 野 0.0 0.3 0.5 0.3 1.1 0.4 1.7 △ 3.2 △ 1.1

岐 阜 0.0 0.2 0.6 0.7 1.5 0.1 3.4 △ 5.0 △ 1.5

静 岡 0.0 0.3 0.4 0.5 1.2 0.8 3.1 △ 5.1 △ 1.2

愛 知 0.0 0.2 0.5 0.7 1.4 0.6 3.7 △ 5.7 △ 1.4

三 重 0.0 △ 0.2 0.4 0.6 0.8 △ 0.6 △ 1.1 0.9 △ 0.8

滋 賀 0.0 0.2 0.4 0.2 0.8 0.1 0.7 △ 1.6 △ 0.8

京 都 0.0 0.1 0.4 0.2 0.7 △ 0.3 0.8 △ 1.2 △ 0.7

大 阪 0.0 0.1 0.3 0.5 0.9 △ 0.4 1.8 △ 2.3 △ 0.9

兵 庫 0.0 0.1 0.0 0.1 0.2 0.1 2.3 △ 2.6 △ 0.2

奈 良 0.0 △ 0.2 △ 0.4 △ 0.5 △ 1.1 △ 0.9 △ 4.2 6.2 1.1

和 歌 山 0.0 △ 0.1 0.2 0.3 0.4 0.0 0.6 △ 1.0 △ 0.4

鳥 取 0.0 0.2 0.2 0.2 0.6 0.4 2.0 △ 3.0 △ 0.6

島 根 0.0 0.3 0.4 0.6 1.3 △ 0.1 0.2 △ 1.4 △ 1.3

岡 山 0.0 0.5 0.5 0.7 1.7 0.5 3.6 △ 5.8 △ 1.7

広 島 0.0 0.2 0.3 0.4 0.9 0.2 1.1 △ 2.2 △ 0.9

山 口 0.0 0.0 0.1 0.3 0.4 △ 0.3 1.2 △ 1.3 △ 0.4

徳 島 0.0 0.5 0.5 1.2 2.2 0.5 6.2 △ 8.9 △ 2.2

香 川 0.0 0.3 0.4 0.1 0.8 0.0 1.2 △ 2.0 △ 0.8

愛 媛 0.0 0.3 0.4 0.5 1.2 0.8 4.0 △ 6.0 △ 1.2

高 知 0.0 △ 0.1 △ 0.1 △ 0.1 △ 0.3 △ 0.3 △ 1.4 2.0 0.3

福 岡 0.0 0.4 0.6 0.9 1.9 0.1 3.6 △ 5.6 △ 1.9

佐 賀 0.0 0.1 0.2 0.7 1.0 0.0 1.3 △ 2.3 △ 1.0

長 崎 0.0 0.0 0.8 0.2 1.0 △ 0.5 △ 0.3 △ 0.2 △ 1.0

熊 本 0.0 0.2 0.6 0.4 1.2 0.0 △ 0.3 △ 0.9 △ 1.2

大 分 0.0 0.3 0.5 0.0 0.8 0.9 0.9 △ 2.6 △ 0.8

宮 崎 0.0 0.2 0.2 0.3 0.7 0.3 2.8 △ 3.8 △ 0.7

鹿 児 島 0.0 0.3 0.6 0.7 1.6 0.2 0.9 △ 2.7 △ 1.6

沖 縄 … … … … … … … … …

2.00㎜
以　上

1.85mm
以上

注：１　ふるい目幅別重量分布状況は、10月15日現在までに刈取り・調製が終了した作況標本筆のデータに
　　　より取りまとめたものであり、収穫期の遅い遅場地帯においては、次回公表において割合が変動する
      ことがある。
　　２　沖縄県については、10月15日現在で、第二期稲が収穫前でデータが揃わないため「･･･」で示した。

平成26年産水稲玄米のふるい目幅別重量分布状況（都道府県別概数値）

全 国
・

都 道 府 県

過去５か年平均値との差

計 1.70㎜ 1.75㎜ 1.80㎜
1.70～

1.85mm未満
1.85㎜ 1.90㎜



○収穫量調査は、飯用に供し得る玄米の全量を把握することを目的とし
て、作況標本筆ごとに一定面積の稲を刈り取り、農産物規格規程に定め
る三等の品位（整粒歩合45％）以上に相当するよう､ふるい目幅1.70mm以
上で選別を行い､その重さを計測している。 

三
等
以
上 

 
 
 

ふるい選別 

農産物検査員等 
による品位検査 

脱穀・乾燥・もみすり 

作況標本筆（全国約１万200筆） 

コンバインの 

三等不合格 

再選別 

く ず 米 

1.70mm 

未満 

10ａ当たり収量 

飯
用
に
供
し
得
る
玄
米
の
選
別 

ふるい目幅 
別に重量を 
測定 

三等に達するまで 
被害粒等を除去 

ロスを除外 

1.70㎜以上 

１筆ごとの 
10ａ当たり玄米重 

刈 取 り 

収穫量調査の流れ 

７ 
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